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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第40期

中間連結会計期間
第41期

中間連結会計期間
第40期

会計期間
自　2023年10月１日
至　2024年３月31日

自　2024年10月１日
至　2025年３月31日

自　2023年10月１日
至　2024年９月30日

売上高 （千円） 3,689,215 9,739,915 9,975,173

経常利益又は経常損失（△） （千円） △772,299 309,912 △1,963,690

親会社株主に帰属する中間純利益又

は親会社株主に帰属する中間（当

期）純損失（△）

（千円） △42,467 123,481 △2,099,142

中間包括利益又は包括利益 （千円） △43,513 157,430 △2,088,239

純資産額 （千円） 18,556,117 16,537,254 16,498,900

総資産額 （千円） 54,052,624 54,780,390 52,032,627

１株当たり中間純利益又は１株当た

り中間（当期）純損失（△）
（円） △2.14 6.22 △105.77

潜在株式調整後１株当たり中間（当

期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 34.3 30.2 31.7

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） △790,794 1,521,970 △2,643,782

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） 300,941 △2,994,726 △1,504,017

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △1,075,056 2,627,500 △575,834

現金及び現金同等物の中間期末（期

末）残高
（千円） 9,065,192 7,103,078 5,947,938

（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．株式会社フランドルとの企業結合について前中間連結会計期間において暫定的な会計処理を行っておりました

が、前連結会計年度において企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行ったため、前中間連結会計期間につ

いては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の当初配分額の重要な見直しが反映された後の金額によって

おります。

４．第41期中間連結会計期間における売上高の大幅な増加は、主に第40期中間連結会計期間において株式会社フラ

ンドルを連結子会社としたこと及び第41期中間連結会計期間において販売用不動産の売上があったことによる

ものであります。

 

２【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

主要な関係会社の異動は次のとおりであります。

（不動産関連事業）

当中間連結会計期間において、株式の新規取得により、不動産業を営む寿月興産有限会社を連結子会社としており

ます。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間末日現在において当社グループが判断したものであります。

なお、株式会社フランドルとの企業結合について前中間連結会計期間において暫定的な会計処理を行っておりました

が、前連結会計年度において企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行ったため、前中間連結会計期間については、

暫定的な会計処理の確定による取得原価の当初配分額の重要な見直しが反映された後の金額によっております。

 

（１）財政状態及び経営成績の状況

①　経営成績の状況

当中間連結会計期間（2024年10月１日～2025年３月31日）におけるわが国経済は、インバウンド需要拡大や賃上

げなどの動きによる雇用・所得環境の改善に加え、人件費や原材料価格の増加分を価格転嫁の動きなどがみられ、

緩やかな回復基調となりました。一方で、物価上昇の継続や通商政策など米国の政策動向、地政学的リスクや国内

外の金融情勢の動向により、依然として景気の先行きは不透明な状況が続いております。

不動産関連事業のオフィスビル・レジデンス賃貸市場においては、一部では賃料上昇の兆しがみられましたが、

市況の改善は総じて緩やかであり、今後もその動向を注視する必要があります。

このような事業環境下、当社グループはマーケットの動向を見極め、的確なリーシング戦略により、賃貸オフィ

スビル・レジデンスの稼働率維持向上と賃料アップを目指し、安定収益を確保しつつ保有物件のリビルド工事など

により、引き続き資産価値の向上・収益力の強化に取り組みました。

外食事業では、高品質・高付加価値商品・サービスの提供をモットーに、新規出店候補地の特性に合わせた市場

開拓と店舗設計を行うとともに、開店準備を進めました。また、既存店ではメニュー及びサービスのさらなる改良

を行うなど、積極的な事業展開に注力しました。

服飾事業におきましては、婦人服の企画・販売を行うフランドル社の販売網を拡充するとともに、製造子会社の

生産体制の見直しや製造ライン刷新に取り組み、商品の企画・製造・販売の一貫体制の強化を図っております。

 

以上の結果、当中間連結会計期間における売上高は9,739百万円（対前年同期比164.0％増）、営業利益は532百

万円（前年同期は営業損失579百万円）、経常利益は309百万円（前年同期は経常損失772百万円）、親会社株主に

帰属する中間純利益は123百万円（前年同期は親会社株主に帰属する中間純損失42百万円）となりました。

 

セグメント別の業績の概況は、以下のとおりであります。

イ．不動産関連事業

売上高は5,134百万円（対前年同期比150.2％増）、セグメント利益2,206百万円（前年同期比240.1％増）とな

りました。

ロ．外食事業

売上高は563百万円（対前年同期比323.8％増）、セグメント損失455百万円（前年同期はセグメント損失332百

万円）となりました。

ハ．服飾事業

売上高は3,940百万円（対前年同期比180.3％増）、セグメント損失621百万円（前年同期はセグメント損失407

百万円）となりました。
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②　財政状態の状況

当中間連結会計期間末におきましては、総資産は前連結会計年度末より2,747百万円増加し、54,780百万円とな

りました。これは主に、販売用不動産が1,527百万円、流動資産「その他」が354百万円減少した一方で、現金及び

預金が1,136百万円、商品及び製品が106百万円、土地が2,646百万円、有形固定資産「その他」が377百万円、のれ

んが216百万円増加したことによります。

総負債は、前連結会計年度末より2,709百万円増加し、38,243百万円となりました。これは主に支払手形及び買

掛金が161百万円、未払法人税等が185百万円、流動負債「その他」が109百万円減少した一方で、短期借入金が920

百万円、長期借入金（１年内返済予定を含む）が1,899百万円、固定負債「その他」が400百万円増加したことによ

ります。

純資産は、前連結会計年度末より38百万円増加し、16,537百万円となりました。これは主に配当金の支払119百

万円があった一方で、繰延ヘッジ損益の増加33百万円、親会社株主に帰属する中間純利益123百万円の計上があっ

たことによります。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、営業活動によるキャッ

シュ・フローが1,521百万円の収入超過、投資活動によるキャッシュ・フローが2,994百万円の支出超過、財務活動に

よるキャッシュ・フローが2,627百万円の収入超過となったことにより、期首より1,155百万円増加し、7,103百万円

となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とその要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、1,521百万円の収入超過となりました。これは主に、仕入債務の減少額163

百万円、未払金の減少額107百万円、法人税等の支払額366百万円により資金を使用した一方で、税金等調整前中間純

利益338百万円、減価償却費503百万円、棚卸資産の減少額1,070百万円により資金を獲得したことによるものであり

ます。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、2,994百万円の支出超過となりました。これは主に、有形固定資産の取得

による支出1,692百万円、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出1,317百万円があったことによるもの

であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、2,627百万円の収入超過となりました。これは主に、長期借入金の返済に

よる支出850百万円、配当金の支払額118百万円があった一方で、短期借入金の純増加額920百万円、長期借入れによ

る収入2,750百万円があったことによるものであります。

 

（３）経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

（４）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更は

ありません。

 

（５）研究開発活動

特記すべき事項はありません。

 

（６）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当社は、2025年３月19日開催の取締役会において、村田商事株式会社の全株式を取得することを決議し、2025年

３月21日付で株式譲渡契約を締結しました。詳細は、「第４　経理の状況　１ 中間連結財務諸表　注記事項（追加

情報）」に記載のとおりであります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 73,800,000

計 73,800,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在
発行数（株）
（2025年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（2025年５月15日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 26,780,800 26,780,800
東京証券取引所

スタンダード市場
単元株式数100株

計 26,780,800 26,780,800 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2024年10月１日～

2025年３月31日
－ 26,780,800 － 4,969,192 － 5,099,179
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（５）【大株主の状況】

  2025年３月31日現在

氏名又は名称 住所 所有株式数（株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合（％)

亀井　正通 東京都目黒区 7,641,000 38.50

亀井　綾子 東京都目黒区 4,395,900 22.14

永井　詳二 東京都港区 777,700 3.91

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木一丁目６番１号 357,083 1.79

INTERACTIVE BROKERS LLC

（常任代理人　インタラクティブ・

ブローカーズ証券株式会社）

ONE PICKWICK PLAZA

GREENWICH,CONNECTICUT 06830 USA

（東京都千代田区霞が関三丁目２番５

号）

314,500 1.58

森作　哲朗 東京都杉並区 263,000 1.32

一般社団法人飯田 東京都世田谷区用賀二丁目５番３号 260,000 1.31

株式会社ＫＳマネジメント 東京都新宿区市谷本村町３－17－1004 237,800 1.19

井出 豊 東京都町田市 132,400 0.66

伊藤　僚祐 京都市左京区 124,500 0.62

計 － 14,503,883 73.08

（注）当社は、自己株式6,934,685株を保有しておりますが、上記の大株主からは除外しております。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2025年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 6,934,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 19,842,900 198,429
権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式

単元未満株式 普通株式 3,300 － －

発行済株式総数  26,780,800 － －

総株主の議決権  － 198,429 －

（注）「完全議決権株式（その他）」欄における「株式数（株）」の欄には証券保管振替機構名義の失念株式100株を含

め、「議決権の数（個）」の欄には当該株式にかかる議決権１個を含めております。

 

②【自己株式等】

    2025年３月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社ランド

ビジネス

東京都千代田区霞が関三丁目２

番５号霞が関ビルディング
6,934,600 － 6,934,600 25.89

計 － 6,934,600 － 6,934,600 25.89

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について
　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2024年10月１日から2025年３月

31日まで）に係る中間連結財務諸表について、南青山監査法人による期中レビューを受けております。

　なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

　第40期連結会計年度        みおぎ監査法人

　第41期中間連結会計期間    南青山監査法人
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（2024年９月30日）
当中間連結会計期間
（2025年３月31日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,073,716 7,209,852

受取手形及び売掛金 637,884 686,774

営業未収入金 22,839 12,189

商品及び製品 884,418 990,715

販売用不動産 31,747,453 30,220,085

未成工事支出金 1,504 5,582

仕掛品 77,480 47,152

原材料及び貯蔵品 749,759 769,698

その他 660,142 305,882

貸倒引当金 △427 △305

流動資産合計 40,854,772 40,247,626

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,260,923 1,332,338

土地 3,809,606 6,456,140

その他（純額） 1,900,393 2,277,488

有形固定資産合計 6,970,923 10,065,968

無形固定資産   

のれん 448,646 665,595

その他 1,770,958 1,742,522

無形固定資産合計 2,219,604 2,408,118

投資その他の資産 1,987,328 2,058,677

固定資産合計 11,177,855 14,532,763

資産合計 52,032,627 54,780,390
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（2024年９月30日）
当中間連結会計期間
（2025年３月31日）

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 707,112 545,764

営業未払金 38,637 36,507

短期借入金 1,822,500 2,743,100

１年内償還予定の社債 131,000 131,000

１年内返済予定の長期借入金 1,930,706 1,842,765

未払法人税等 449,213 263,385

引当金 62,302 68,116

その他 1,322,619 1,213,525

流動負債合計 6,464,091 6,844,165

固定負債   

社債 2,712,000 2,646,500

長期借入金 23,068,519 25,056,229

引当金 236,362 243,482

退職給付に係る負債 124,449 124,253

その他 2,928,305 3,328,505

固定負債合計 29,069,635 31,398,971

負債合計 35,533,727 38,243,136

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,969,192 4,969,192

資本剰余金 5,099,179 5,099,179

利益剰余金 8,889,177 8,893,581

自己株式 △2,428,306 △2,428,306

株主資本合計 16,529,242 16,533,646

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 66 200

繰延ヘッジ損益 △30,408 3,407

その他の包括利益累計額合計 △30,342 3,607

純資産合計 16,498,900 16,537,254

負債純資産合計 52,032,627 54,780,390
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間

（自　2023年10月１日
至　2024年３月31日）

当中間連結会計期間
（自　2024年10月１日
至　2025年３月31日）

売上高 3,689,215 9,739,915

売上原価 2,231,263 5,099,069

売上総利益 1,457,951 4,640,846

販売費及び一般管理費 ※１ 2,037,262 ※１ 4,108,440

営業利益又は営業損失（△） △579,311 532,406

営業外収益   

受取利息 363 5,005

受取配当金 2,273 －

その他 3,494 20,807

営業外収益合計 6,131 25,813

営業外費用   

支払利息 171,536 226,798

その他 27,583 21,507

営業外費用合計 199,119 248,306

経常利益又は経常損失（△） △772,299 309,912

特別利益   

固定資産売却益 ※２ 3,066,697 35,009

投資有価証券売却益 16,880 －

特別利益合計 3,083,578 35,009

特別損失   

減損損失 ※３ 1,409,583 －

固定資産除却損 17,973 6,435

借入金繰上返済精算金 32,402 －

社債償還損 19,639 －

特別損失合計 1,479,599 6,435

税金等調整前中間純利益 831,679 338,486

法人税等 874,146 215,005

中間純利益又は中間純損失（△） △42,467 123,481

親会社株主に帰属する中間純利益

又は親会社株主に帰属する中間純損失（△）
△42,467 123,481
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間

（自　2023年10月１日
至　2024年３月31日）

当中間連結会計期間
（自　2024年10月１日
至　2025年３月31日）

中間純利益又は中間純損失（△） △42,467 123,481

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 209 133

繰延ヘッジ損益 △1,255 33,816

その他の包括利益合計 △1,045 33,949

中間包括利益 △43,513 157,430

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 △43,513 157,430
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間

（自　2023年10月１日
至　2024年３月31日）

当中間連結会計期間
（自　2024年10月１日
至　2025年３月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 831,679 338,486

減価償却費 422,276 503,848

減損損失 1,409,583 －

のれん償却額 32,280 33,963

引当金の増減額（△は減少） 7,687 11,108

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 4,324 △195

受取利息及び受取配当金 △2,637 △5,005

支払利息 171,536 226,798

固定資産売却益 △3,066,697 △35,009

固定資産除却損 17,983 6,435

投資有価証券売却損益（△は益） △16,880 －

借入金繰上返済精算金 32,402 －

社債償還損 19,639 －

売上債権の増減額（△は増加） 170,022 △35,696

棚卸資産の増減額（△は増加） 43,225 1,070,803

仕入債務の増減額（△は減少） △301,363 △163,478

未払消費税等の増減額（△は減少） 78,056 28,037

未払金の増減額（△は減少） △39,759 △107,201

その他 △220,571 238,844

小計 △407,222 2,111,738

利息及び配当金の受取額 2,637 5,005

利息の支払額 △166,903 △228,661

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △186,903 △366,111

借入金繰上返済精算金の支払額 △32,402 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △790,794 1,521,970

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の純増減額（△は増加） △23,576 19,400

有形固定資産の取得による支出 △1,030,499 △1,692,328

有形固定資産の売却による収入 4,270,409 9

無形固定資産の取得による支出 △2,058 △14,070

無形固定資産の売却による収入 － 35,000

投資有価証券の売却による収入 253,232 －

投資有価証券の取得による支出 △46,133 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出 － ※３ △1,317,275

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収入 ※２ 552,639 －

貸付けによる支出 △22,000 －

関係会社貸付けによる支出 △3,030,000 －

事業譲受による支出 ※４ △260,000 －

敷金及び保証金の差入による支出 △402,089 △48,022

敷金及び保証金の回収による収入 41,017 22,559

投資活動によるキャッシュ・フロー 300,941 △2,994,726
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  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間

（自　2023年10月１日
至　2024年３月31日）

当中間連結会計期間
（自　2024年10月１日
至　2025年３月31日）

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 400,000 920,600

長期借入れによる収入 4,961,800 2,750,000

長期借入金の返済による支出 △4,581,320 △850,229

社債の償還による支出 △1,729,139 △65,500

配当金の支払額 △119,328 △118,923

長期未払金の返済による支出 △7,068 △7,068

その他 － △1,378

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,075,056 2,627,500

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 395

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,564,909 1,155,140

現金及び現金同等物の期首残高 10,630,101 5,947,938

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※１ 9,065,192 ※１ 7,103,078
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

当中間連結会計期間より、寿月興産有限会社の株式を取得したことにより、同社を連結の範囲に含めておりま

す。

 

（会計方針の変更）

（法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日）、「包括利益の

表示に関する会計基準」（企業会計基準第25号　2022年10月28日）及び「税効果会計に係る会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第28号　2022年10月28日）を当中間連結会計期間の期首から適用しております。こ

れによる中間連結財務諸表への影響はありません。

 

（中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（取得による企業結合）

当社は、2025年３月19日開催の取締役会において、村田商事株式会社の全株式を取得することを決議し、2025

年３月21日付で当該株式譲渡契約を締結しました。

 

１．企業結合の概要

（1）被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称：村田商事株式会社

事業の内容　　　：建物の賃貸・管理業

 

（2）企業結合を行う主な理由

村田商事株式会社が所有する優良賃貸物件を取り込むことにより、当社事業との様々な相乗効果が期待で

きるため、全株式を取得し連結子会社化することにしました。

 

（3）企業結合日

2025年５月23日を予定しております。

 

（4）企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

 

（5）結合後企業の名称

変更はありません。

 

（6）取得する議決権比率

100％

 

（7）取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得することによるものです。

 

２．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳（予定）

取得の対価 現金及び預金 1,260,121千円

取得原価  1,260,121千円
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（中間連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前中間連結会計期間
（自 2023年10月１日

　　至 2024年３月31日）

　当中間連結会計期間
（自 2024年10月１日

　　至 2025年３月31日）

役員報酬 99,372千円 101,874千円

給料手当 449,934 878,921

賞与引当金繰入額 22,009 16,297

退職給付費用 3,100 3,005

役員退職慰労引当金繰入額 6,760 7,111

賃借料 541,461 1,404,985

ポイント引当金繰入額 △6,839 1,669

 

※２　固定資産売却益の内容は次のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自 2023年10月１日
至 2024年３月31日）

建物及び構築物 925,037千円

土地 2,141,660

合計 3,066,697

 

※３　減損損失

前中間連結会計期間（自　2023年10月１日　至　2024年３月31日）

当社グループは、当中間連結会計期間において、のれんの減損損失1,409,583千円を計上しております。

(1) グルーピングの方法

　他の資産又は資産グループから概ね独立したキャッシュ・フローを生み出す最小の単位によって資産の

グルーピングを行っております。

 

(2) 減損損失を認識するに至った経緯

　当社の連結子会社である株式会社フランドルの株式取得に伴い発生したのれんについて、減損の兆候が

認められたため、将来の収益見通しと回収可能性を考慮した結果、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、

当該減少額を減損損失として計上しております。
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（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１．現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間連結会計期間

（自 2023年10月１日
至 2024年３月31日）

当中間連結会計期間
（自 2024年10月１日
至 2025年３月31日）

現金及び預金勘定 9,191,538千円 7,209,852千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △126,346 △106,773

現金及び現金同等物 9,065,192 7,103,078

 

※２．前中間連結会計期間（自 2023年10月１日　至 2024年３月31日）

株式の取得により新たに株式会社フランドルを新規に連結したことに伴う連結開始時の資産及び負債の

内訳並びに同社株式の取得価額と同社株式の取得による収入（純額）との関係は次のとおりであります。

流動資産（注） 2,437,944千円

固定資産（注） 1,388,988 

のれん（注） 1,743,732 

流動負債（注） △2,232,049 

固定負債（注） △3,338,564 

株式の取得価額 50 

現金及び現金同等物 552,689 

差引：連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収入 552,639 

（注）暫定的な会計処理の確定に伴い、取得原価の当初配分額の重要な見直しが反映されております。

 

※３．当中間連結会計期間（自 2024年10月１日　至 2025年３月31日）

株式の取得により新たに寿月興産有限会社を新規に連結したことに伴う連結開始時の資産及び負債の内

訳並びに同社株式の取得価額と同社株式の取得による支出（純額）との関係は次のとおりであります。

流動資産 52,717千円

固定資産 1,550,305 

のれん 250,912 

流動負債 △9,051 

固定負債 △477,884 

株式の取得価額 1,367,000 

現金及び現金同等物 49,724 

差引：連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出 △1,317,275 

 

※４．前中間連結会計期間（自 2023年10月１日　至 2024年３月31日）

当社グループが事業譲受により取得した資産及び負債の内訳並びに事業譲受の取得価額と事業譲受によ

る支出（純額）の関係は次のとおりであります。

流動資産 1,498千円

固定資産 97,349  

のれん 161,152  

事業譲受の取得価額 260,000  

現金及び現金同等物 －  

差引：事業譲受による支出 △260,000  
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年10月１日　至　2024年３月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たりの
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年12月21日

定時株主総会
普通株式 119,076 6

2023年

９月30日

2023年

12月22日
利益剰余金

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年10月１日　至　2025年３月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たりの
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年12月19日

定時株主総会
普通株式 119,076 6

2024年

９月30日

2024年

12月20日
利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年10月１日　至　2024年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

中間連結
損益計算書
計上額不動産

関連事業
外食事業 服飾事業 計

売上高         

外部顧客への売上高 2,052,023 133,069 1,406,035 3,591,128 98,086 3,689,215 － 3,689,215

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － － －

計 2,052,023 133,069 1,406,035 3,591,128 98,086 3,689,215 － 3,689,215

セグメント利益又は

損失（△）
648,786 △332,923 △407,687 △91,823 △8,888 △100,711 △478,599 △579,311

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△478,599千円は全社費用であります。その主なものは当社の総務、人事、

経理等の管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

４．「注記事項（企業結合等関係）」に記載のとおり、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行ったため、セ

グメント利益又は損失については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の当初配分額の重要な見直しが反

映された後の金額によっております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

当中間連結会計期間において、株式会社フランドルの全株式を取得し、連結の範囲に含めたことにより、

服飾事業においてのれんが発生しております。当該事象によるのれんの増加額は、当中間連結会計期間にお

いては1,743,732千円であります。なお、当該金額は、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定に伴う重要

な見直しが反映された後の金額であります。一方で、服飾事業においてのれんの減損損失を計上したことに

より、のれんの金額に重要な変動が生じております。当該事象によるのれんの減少額は、当中間連結会計期

間においては1,409,583千円であります。

また、外食事業において、事業の譲受により、のれんが発生しております。当該事象によるのれんの増加

額は、当中間連結会計期間においては161,152千円であります。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年10月１日　至　2025年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）
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報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

中間連結
損益計算書
計上額不動産

関連事業
外食事業 服飾事業 計

売上高         

外部顧客への売上高 5,134,249 563,978 3,940,433 9,638,660 101,254 9,739,915 － 9,739,915

セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,800 － － 1,800 － 1,800 △1,800 －

計 5,136,049 563,978 3,940,433 9,640,460 101,254 9,741,715 △1,800 9,739,915

セグメント利益又は

損失（△）
2,206,258 △455,989 △621,333 1,128,935 △20,777 1,108,157 △575,751 532,406

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△575,751千円は全社費用であります。その主なものは当社の総務、人事、

経理等の管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

当中間連結会計期間において、寿月興産有限会社の全株式を取得し、連結の範囲に含めたことにより、不

動産関連事業においてのれんが発生しております。当該事象によるのれんの増加額は、当中間連結会計期間

においては250,912千円であります。
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（企業結合等関係）

（比較情報における取得原価の当初配分額の重要な見直し）

前中間連結会計期間において、連結子会社となった株式会社フランドルとの企業結合について暫定的な会計

処理を行っておりましたが、前連結会計年度末に確定しております。

この暫定的な会計処理の確定に伴い、当中間連結会計期間の中間連結財務諸表に含まれる比較情報において

取得原価の当初配分額の重要な見直しが反映されております。

前中間連結会計期間に暫定的に算出されたのれんの金額2,361,916千円は、取得原価の配分額の確定によ

り、618,184千円減少し、1,743,732千円となっております。これは、商標権が902,000千円、無形固定資産

「その他」が29,000千円、繰延税金負債が312,816千円増加したことによるものであります。また、前中間連

結会計期間の営業損失及び経常損失は9,775千円増加し、税金等調整前中間純損失は同額減少しましたが、親

会社株主に帰属する中間純損失への影響はありません。

 

（取得による企業結合）

１．企業結合の概要

（1）被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称　寿月興産有限会社

事業の内容　　　　不動産業

（2）企業結合を行った主な理由

寿月興産有限会社が所有する優良賃貸物件を取り込むことにより、当社事業との様々な相乗効果が期

待できるため、全株式を取得し連結子会社化することにしました。

（3）企業結合日

2024年10月11日（株式取得日）

2024年12月31日（みなし取得日）

（4）企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

（5）結合後企業の名称

変更はありません。

（6）取得した議決権比率

100％

（7）取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得したことによるものです。

 

２．中間連結会計期間に係る中間連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

2025年１月１日から2025年３月31日

 

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金及び預金 1,367,000千円

取得原価  1,367,000千円

 

４．主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザーに対する報酬・手数料等　65,000千円

 

５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

（1）発生したのれんの金額

250,912千円

（2）発生原因

取得原価が取得した資産及び引き受けた負債に配分された額の純額を上回ったため、発生したもので

あります。

（3）償却方法及び償却期間

超過収益力の効果が発現する期間（20年）にわたり均等償却を行います。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

収益管理区分の見直しを行った結果、当中間連結会計期間より、顧客との契約から生じる収益を分解した情報

に係る収益分解区分を下記の区分に変更しております。

これに伴い、前中間連結会計期間の顧客との契約から生じる収益を分解した情報についても変更後の区分方法

により作成したものを記載しております。

 

Ⅰ　前中間連結会計期間（自 2023年10月１日　至 2024年３月31日）

（単位：千円）

 

報告セグメント
その他

（注）１
合計不動産

関連事業
外食事業 服飾事業 計

投資事業 － － － － － －

ビル管理事業 107,417 － － 107,417 － 107,417

飲食店売上 － 133,069 － 133,069 － 133,069

商品及び製品 － － 1,406,035 1,406,035 － 1,406,035

受託加工 － － － － － －

その他 32,190 － － 32,190 98,086 130,277

顧客との契約から生じる収益 139,608 133,069 1,406,035 1,678,713 98,086 1,776,800

その他の収益（注）２ 1,912,415 － － 1,912,415 － 1,912,415

外部顧客への売上高 2,052,023 133,069 1,406,035 3,591,128 98,086 3,689,215

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであります。

２．「その他の収益」は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づく賃貸収入等であります。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自 2024年10月１日　至 2025年３月31日）

（単位：千円）

 

報告セグメント
その他

（注）１
合計不動産

関連事業
外食事業 服飾事業 計

投資事業 3,087,177 － － 3,087,177 － 3,087,177

ビル管理事業 107,047 － － 107,047 － 107,047

飲食店売上 － 563,978 － 563,978 － 563,978

商品及び製品 － － 3,773,598 3,773,598 － 3,773,598

受託加工 － － 166,834 166,834 － 166,834

その他 20,256 － － 20,256 101,254 121,511

顧客との契約から生じる収益 3,214,481 563,978 3,940,433 7,718,893 101,254 7,820,148

その他の収益（注）２ 1,919,767 － － 1,919,767 － 1,919,767

外部顧客への売上高 5,134,249 563,978 3,940,433 9,638,660 101,254 9,739,915

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであります。

２．「その他の収益」は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づく賃貸収入等であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益又は１株当たり中間純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間

（自　2023年10月１日
至　2024年３月31日）

当中間連結会計期間
（自　2024年10月１日
至　2025年３月31日）

１株当たり中間純利益

又は１株当たり中間純損失（△）
△２円14銭 ６円22銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益

又は親会社株主に帰属する中間純損失（△）

（千円）

△42,467 123,481

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利

益又は親会社株主に帰属する中間純損失（△）

（千円）

△42,467 123,481

普通株式の期中平均株式数（株） 19,846,115 19,846,115

（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2025年５月13日

株式会社ランドビジネス

取締役会　御中

 

南青山監査法人

　東京都港区

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 桂川　修一

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 中島　敦史

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 高口　洋士

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ランド

ビジネスの2024年10月１日から2025年９月30日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年10月１日から2025年３月

31日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、

中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、株式会社ランドビジネス及び連結子会社の2025年３月31日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が

全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、

監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 

その他の事項

会社の2024年９月30日をもって終了した前連結会計年度の第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間に係る

四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が

実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して2024年５月15日付けで無限定の結論を表明しており、

また、当該連結財務諸表に対して2024年12月19日付けで無限定適正意見を表明している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。

また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間

連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報

告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能

性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及

び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

　（注）　１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれておりません。
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